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第７章 計画の推進体制と進捗管理 

１ 推進体制 

計画の目標達成に向け、庁内の関係部署が緊密に連携しながら、個別の施策・事業の実施
状況を確認するとともに、課題等を検討し、施策の推進を図ります。 

また、進捗状況については、道路管理者、警察、学識経験者、自転車関係者等で構成する
「⻑野市自転車活⽤推進部会」に毎年報告し、計画全体の進捗状況の評価や事業の⾒直し等
を確認します。⻑野市自転車活⽤推進部会は、本計画の上位計画である「⻑野市公共交通ビ
ジョン」の進捗管理を担う「⻑野市公共交通活性化・再⽣協議会」の部会であることから、
公共交通ビジョンに基づく各種施策とも連携しながら、各施策を推進します（図 21 参照）。 

 

図 21 本計画の推進体制 
 

２ 進捗管理 

本計画を確実に推進するためには、計画に基づいて施策を実施するとともに、その結果に
ついて評価・検証し、必要に応じて施策の内容を⾒直すといったフォローアップが欠かせま
せん。そこで本計画の進捗管理は、PDCA サイクル（「Plan(計画)」、「Do（実行）」、「Check
（検証）」、「Action（改善）」）を適⽤し、継続的かつ着実な展開を図ります。 

なお、計画の進捗状況については、毎年度開催する⻑野市自転車活⽤推進部会へ報告し、
取り組みについての助言を受けることとします（フォローアップ）。フォローアップの実施結
果は各年度の実績としてとりまとめ、公表します。 

また、自転車ネットワーク路線については、短期整備期間中に整備状況の進捗管理や整備
の効果検証を行い、必要に応じて⾒直しを行います。 

 

⻑野市公共交通活性化・再⽣協議会 
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⻑野市⾃転⾞活用推進部会 

 

構成：学識経験者、利用者代表、⺠間諸団
体、関係⾏政機関（道路管理者、警察等） 

⻑野市 
 

庁内関係課 

報告 意見 


